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込
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ご自宅に区から問い合わせをすることがありますが、ATM（現金自動預払機）の操作や手数料などの振り込
みをお願いすることは絶対にありません。給付金の支給等を装った「振り込め詐欺等」にご注意ください。給付金を装った詐欺に注意

　
₁₀
月
₄
日
は
「
都
市
景
観
の
日
」

で
す
。「
江
東
区
都
市
景
観
条
例
」に

よ
り
、
建
築
物
を
建
て
る
と
き
な
ど

に
は
、
建
築
確
認
等
の
手
続
き
前
に
、

景
観
に
つ
い
て
の
計
画
を
届
け
出
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

﹇
建
築
物
・
大
規
模
建
築
物
等
の
届

出
が
必
要
な
基
準
﹈

下
表
の
と
お
り

※
「
大
規
模
建
築
物
等
」
に
つ
い
て

は
、
届
出
の
前
に
、
江
東
区
都
市
景

観
専
門
委
員
会
の
審
議
が
あ
り
ま
す
。

建
築
等
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
建

築
確
認
等
の
手
続
き
の
前
に
、
早
め

に
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
外
壁
の
塗
り
替
え

工
事
も
届
出
が
必
要

　
工
事
前
と
同
じ
色
に
塗
り
替
え
る

場
合
で
も「
景
観
計
画
の
色
彩
基
準
」

に
基
づ
き
審
査
す
る
た
め
、
景
観
計

画
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

都
市
計
画
課
（
区
役
所
₅
階
₂₁
番
）

に
あ
る
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問▢
都
市
計
画
課
景
観
担
当

 

☎（
3
6
4
7
）9
1
8
3

 

℻（
3
6
4
7
）9
0
0
9

　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
お
け
る
、
基
準
を
緩
和
し
た

区
独
自
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
を
養
成

し
、
人
材
確
保
を
図
る
研
修
を
実
施

し
ま
す
。
研
修
を
修
了
し
た
方
は
、

区
内
で
生
活
援
助（
掃
除
・
調
理
等
）

の
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
資
格
を
取

得
で
き
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
事
業
所
で
働
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
最
終
日
に
は
、
介
護
事
業
所
に
よ

る
し
ご
と
相
談
会
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

時▢ 

内▢
下
表
の
と
お
り
（
各
コ
ー

ス
全
₃
回
）

人▢
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
意

欲
が
あ
り
₃
日
間
出
席
で
き
る
方
各

コ
ー
ス
₃₀
人
（
申
込
順
）
※
Ａ
・
Ｂ

コ
ー
ス
ど
ち
ら
か
を
選
び
、
申
込
時

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
費▢
無
料

締▢
₁₀
月
₃₁
日
（
月
）

申▢
₁₀
月
₆
日
（
木
）
か
ら
申
込
フ

ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
で
（
公
財
）
介

護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
東
京
支
部

（
平
日
午
前
₉
時
〜
午
後
₅
時
）

 

☎（
5
9
0
1
）3
0
6
1

問▢
長
寿
応
援
課
地
域
支
え
合
い
係

 

☎（
3
6
4
7
）9
4
6
8

 

℻（
3
6
4
7
）9
2
4
7

　
保
護
者
の
病
気
、
出
張
、
出
産
、

育
児
疲
れ
等
で
こ
ど
も
の
養
育
が
一

時
的
に
で
き
な
い
場
合
に
、
宿
泊
を

伴
っ
て
こ
ど
も
を
お
預
か
り
す
る
協

力
家
庭
員
を
募
集
し
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
子
育
て
世
帯
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
、
こ
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
事
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

﹇
応
募
要
件
﹈左
表
の
と
お
り

締▢
₁₀
月
₁₄
日
（
金
）

申▢
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
養
育
支
援

係
（
区
役
所
₃
階
₁₅
番
）
に
電
話
ま

た
は
窓
口
で

 

☎（
3
6
4
7
）4
4
0
8

 

℻（
3
6
4
7
）9
1
9
6

　
こ
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
子
育
て
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
応
援
し
た
い
と
お
考
え

の
方
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
を
修
了
し
た
方
は
、
区
内
₈
か

所
の
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
み
ず
べ
）
で
行
う
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ひ
と
と
き
保
育
」
の
保
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
ま
す
。

時▢
₁₀
月
₂₄
日
（
月
）
〜
₂₆
日
（
水
）

午
前
₁₀
時
〜
正
午（
全
₃
回
）
場▢
こ

ど
も
プ
ラ
ザ
₄
階
会
議
室
（
住
吉
₁

―
₉
―
₈
）
人▢
区
内
在
住
の
方
₂₀

人
程
度
（
抽
選
）
費▢
無
料

内▢
江
東
区
の
こ
ど
も
・
子
育
て
支

援
施
策
、
乳
幼
児
期
の
こ
ど
も
の
育

ち
と
気
持
ち
の
理
解
、
み
ず
べ
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
ひ
と
と
き
保
育
に
つ
い
て
、

ほ
か師▢

区
児
童
相
談
・
養
育
支
援
担
当

課
長
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

長
、
瀬
川
未
佳（
臨
床
心
理
士
）ほ
か

締▢
₁₀
月
₁₄
日
（
金
）

申▢
₁₀
月
₇
日
（
金
）
か
ら
電
話
で

東
陽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎（
3
6
9
9
）4
8
7
1

 

℻（
5
6
6
5
）4
7
8
0

　
養
育
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を

抱
え
た
こ
ど
も
た
ち
の
生
活
や
学
習

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
児
童
家
庭
支
援
士
」を
募
集
し
て
い

ま
す
。
養
成
講
座
を
受
講
し
て
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時▢
₁₁
月
₄
日
〜
₁₂
月
₂
日
の
金
曜

（
全
₅
回
）
午
後
₆
時
〜
₈
時
半

場▢
東
陽
区
民
館
₄
階
ホ
ー
ル
（
東

陽
₃
―
₁
―
₂
）
人▢
区
内
在
住
・

在
勤
で
保
育
士
・
教
員
・
看
護
師
・

社
会
福
祉
士
な
ど
こ
ど
も
に
関
わ
る

資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
そ
の
養

成
学
校
に
所
属
し
て
い
る
学
生
で
全

₅
回
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
方
₂₀
人

程
度
（
申
込
順
）
費▢
無
料

内▢
区
の
子
育
て
支
援
施
策
、
こ
ど

も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
、
発

達
障
害
の
こ
ど
も
の
理
解
、
活
動
に

つ
い
て
の
配
慮
と
留
意
点
ほ
か

締▢
₁₀
月
₂₁
日
（
金
）
必
着

申▢
₁₀
月
₅
日
（
水
）
か
ら
往
復
は

が
き
に
①
講
座
名
②
氏
名
③
住
所
④

電
話
番
号
⑤
年
齢
⑥
資
格
⑦
職
業
⑧

応
募
動
機
を
記
入
し
、
〒
１３６
―
００７６
南

砂
₃
―
₁₄
―
₁
―
1
0
1
南
砂
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

問▢
南
砂
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
（
午
前
₁₀
時
〜
午
後
₅
時
）

 

☎（
5
6
1
7
）7
7
7
2

 

℻（
5
6
1
7
）7
7
7
3

　
江
東
区
で
起
業
を
目
指
す
方
、
新

た
に
自
営
・
独
立
を
考
え
て
い
る
方

を
対
象
に
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
創
業
の
基
礎
知
識
や
資

金
調
達
、
創
業
計
画
書
の
書
き
方
等

を
学
習
で
き
る
集
中
講
座
で
す
。

時▢
₁₁
月
₁₉
日
・
₂₆
日
（
土
曜
全
₂

回
）
午
後
₁
時
半
〜
₄
時
半

場▢
産
業
会
館
₂
階
第
₁
・
₂
会
議

室（
東
陽
₄
―
₅
―
₁₈
）
人▢
区
内
在

住
・
在
勤
で
、
創
業
を
考
え
て
い
る

方
₂₀
人
（
抽
選
）
費▢
無
料

内▢
創
業
に
対
す
る
考
え
方
、
資
金

調
達
方
法
や
計
画
書
の
書
き
方
、
創

業
者
と
し
て
の
あ
り
方
な
ど

師▢
鈴
木
美
穂
子
（
江
東
区
経
営
相

談
員
・
中
小
企
業
診
断
士
）

締▢
₁₀
月
₁₄
日
（
金
）

申▢
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
に
①
セ
ミ
ナ

ー
名
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
住
所

④
電
話
番
号
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑥

創
業
予
定
の
業
種
を
記
入
し
、
経
済

課
産
業
振
興
係
へ

 

☎（
3
6
4
7
）2
3
3
2

 

℻（
3
6
4
7
）8
4
4
2

ｅ▢sangyou-k@city.koto.lg. 
jp

実施場所 協力家庭員の自宅
対象児童 1歳～中学3年生

定員 1世帯あたり原則1人（ただし兄弟姉妹を同時に預
かる場合などは最大4人まで）

利用日数 1回の利用で最長6泊7日

内容 食事の提供、身の回りの世話、保育所・学校への
送迎等

要件

主に次に掲げる要件を満たし、区が主催する研修
を受ける必要があります。研修修了後にご家庭へ
の訪問調査や面接を行った後、認定の可否を審査
します。
①申込者は25歳以上で心身ともに健全であること。
②主たる養育者を補助できる成人の親族もしくは
親族以外の同居者がいること。ただし、補助者が
いない場合であっても、こどもを適切に養育でき
ると認められる場合は要件を満たすこととする。
③国土交通省の住生活基本計画の最低居住面積水
準を満たし、家族構成に応じた適切な広さが確保
されていること。
④看護師、保育士、教員、社会福祉士のいずれか
の資格を有する者。または東京都が行っている養
育家庭・フレンドホームに登録している者。もし
くはその他児童の養育に係る資格として区長が認
めるものを有していること。

［区主催の研修］時▢ 11／11・18・25（金曜全3回）18：00
～20：30 場▢東陽区民館4階ホール（東陽3-1-2）
※ その他、区ホームページの募集内容をご確認く

ださい。

日時 場所 研修内容

Aコース

11／8（火）
10：00～15：00 江東区文化センター

3階第1・2研修室
（東陽4-11-3）

○介護保険制度および総合事業
○高齢者の特徴
○職業倫理、接遇・マナー
○個人情報保護および守秘義務
○高齢者とのコミュニケーション
○生活援助（家事援助）の方法
○緊急時の対応方法
○最終日には、しごと相談会を実施予定

11／10（木）
10：00～15：00
11／11（金）
10：00～16：00

Bコース

11／16（水）
10：00～15：00 豊洲文化センター

第2研修室
（豊洲2-2-18豊洲シ
ビックセンター8階）

11／17（木）
10：00～15：00
11／18（金）
10：00～16：00

※ 研修終了1～2か月後をめどに、就労状況に関する調査（郵送）を実施予定ですので、ご
協力をお願いします。

景観重点地区内※ 左記を除く区内全域

届出 すべての建築物
延べ床面積1,000m2

以上または高さが
15m以上のもの

専門委員
会の審議

延べ床面積1,000m2

以上または高さが
20m以上のもの

延べ床面積10,000m2

以上のもの

※ 深川萬年橋・亀戸・深川門前仲町の3つの景観重点
地区の範囲等、詳細はお問い合わせください。

▲ 申込フォーム
（Google 
フォーム）


